
SCB 海外  

Monthly News 

信金中央金庫 海外業務推進部 

SHINKIN CENTRAL BANK 

International Business Division 

2021 年 5 月発行  

本レポートは、信金中金の海外駐在員等が最新のトピックスについて報告します。本稿では「米

国・中国の小売動向」について、ニューヨーク駐在員事務所（米国）および上海駐在員事務所（中

国）から報告します。お取引先とりわけ海外関連ニュースに敏感な方々との意見交換時に、本稿を

ご参考いただけたら幸いです。 

 

１．米国の小売動向～経済再建に伴い堅調な回復が継続  

 米国では、新型コロナウイルス感染症の拡大により、社会・経済活動を制限してきましたが、

バイデン政権下、ワクチン接種が加速することで経済活動が正常化してきました。本稿では、堅

調な回復が継続する米国小売動向について紹介します。 

 直近の米国経済 

米国では、バイデン政権下、ワクチン普及加速を主軸とした新型コロナウイルス対策および財

政･金融政策による大型経済刺激策が現状奏功しており、経済全体の見通しは明るいものとなっ

ています。中央銀行の政策決定会合である FOMC（３月開催）の経済予測（図１）では、2021 年

の実質 GDP 成長率の予想中央値は 6.5％と非常に力強い回復が見込まれており、また 2022 年･

2023 年もそれぞれ 3.2%、2.2％と長期均衡水準である 1.8％を上回る水準となるなど、今後２

～３年に亘って米国経済の堅調な推移が予想されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月のトピックス： 

１．米国の小売動向～経済再建に伴い堅調な回復が継続 

２．中国の小売動向～旺盛な小売市場と日系小売の展開  

図１：Federal Open Market Committee (FOMC)の実質 GDP 見通し 

出所：Federal Reserve 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご連絡下さい。 

 

 

 続きを読む 

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_02/mn5.pdf

